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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・眼科学 
キーワード：網膜電図、緑内障、網膜神経節細胞、視神経、黄斑 
 

１． 研究計画の概要 

(1) focal ERG における記録条件の確立 

(2) 3D-OCT における画像解析 

(3) 緑内障眼の視野と PhNR の関連の検証 

 
２． 研究の進捗状況 

(1) focal ERGにおける記録条件の確立 

散瞳下で、眼底直視型局所 ERG記録装置（興

和）を用いて白色背景光（LED）下に白色刺

激光（LED）を与えて記録した。網膜黄斑部

を眼底カメラで観察しながら刺激光を与え、

反応が明瞭になるまで加算した。刺激光の大

きさは視角 5度から 15度まで変更しながら、

刺激時間は short flash あるいは long flash

を用いて、PhNRの最適な記録条件を確立し

た。その結果、focal ERGの刺激光は視角 15

度、刺激時間は long flash(150msec)で 200

回の加算平均をすることが最適な PhNR の

記録条件であると考えられた。基線から b波

以後の陰性成分の頂点までを PhNR の振幅

として評価した。また、黄斑部の上下に半円

状に刺激光を与えて PhNRを記録した。 

(2) 3D-OCTにおける画像解析 

3D-OCT の撮影法は散瞳下で、眼底の 6mm

×6mm の範囲をスキャンした。得られた

3D-OCT のデータをボリュームレンダリン

グ法により画像化した。これにより任意の断

層像及び立体像を得ることができ、視神経乳

頭及び黄斑部網膜の解剖学的な関連を生体

内で 3次元的に解析した。特に網膜全層厚と、

網膜神経線維層、網膜神経節細胞層、内網状

層を併せた厚さを網膜内層厚として評価し

た。 

(3)緑内障眼の視野と PhNR の関連の検証 

緑内障の視野評価として、ハンフリー視野

検査を行い、focal ERG の PhNR との関連を

検証した。さらに、目的の網膜部位が確実

に刺激されていることの確認を行った上

で、上下半分に分かれた神経線維の走行に

着目し、上下別の半視野光刺激による

focal ERG の PhNR を記録し、3D-OCT によ

って撮影された網膜層構造との関係を解

析した。 

 
３． 現在までの達成度 

 ③やや遅れている。 

上記に記載したとおり、臨床的なデータを得

ることはできたが、動物実験レベルでの有効

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2008～2009 

課題番号：20791250 

研究課題名（和文）PhNR と三次元光干渉断層計を用いた緑内障性障害評価法の確立  

                     

研究課題名（英文）A new method for assessment of glaucomatous damage using PhNR and 3D 

OCT. 

研究代表者   

広瀬 文隆（HIROSE FUMITAKA） 

先端医療センター研究所・視覚再生研究グループ・客員研究員 

 研究者番号：70447952 

 



 

 

なデータの取得が遅れている。 

 

４． 今後の研究の推進方策 

今後は上記の臨床的な成果について論文

作成する予定である。また、サル緑内障モデ

ルにおいて、PhNR および３D-OCT による機能

と構造の関係を解析し、臨床データとの関連

を検証していく方針である。 
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